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【開催日】 令和４年９月２日 

【開催場所】 議場 

【開会・散会時間】 午後１時～午後１時２５分 

【出席委員】 

委 員 長  中 村 博 行 副 委 員 長  長谷川 知 司 

委   員 伊 場   勇 委   員 大 井 淳一朗 

委   員 岡 山   明 委   員 奥   良 秀 

委   員 笹 木 慶 之 委   員 白 井 健一郎 

委   員 恒 松 恵 子 委   員 中 岡 英 二 

委   員 中 島 好 人 委   員 福 田 勝 政 

委   員 藤 岡 修 美 委   員 古 豊 和 惠 

委   員 前 田 浩 司 委   員 松 尾 数 則 

委   員 宮 本 政 志 委   員 森 山 喜 久 

委   員 矢 田 松 夫 委   員 山 田 伸 幸 

委   員 吉 永 美 子   

【欠席委員】 なし 

【委員外出席議員等】 

議   長 髙 松 秀 樹   

【傍聴議員】 なし 

【執行部出席者】   

副 市 長  古 川 博 三 企 画 部 長 和 西 禎 行 

財 政 課 長 山 本  玄 財 政 課 主 幹 別 府 隆 行 

財政課財政係長 野 原 崇 史 財政課調整係主任 江 本 洋 治 

【事務局出席者】 

事  務  局  長 河 口 修 司 事 務 局 次 長 島 津 克 則 

事務局主査兼議事係長 中 村 潤之介   

【付議事項】 

１ 議案第４８号 令和３年度山陽小野田市一般会計歳入歳出決算認定について 

 

午後１時 開会 

 

中村博行委員長 ただいまより一般会計予算決算常任委員会を開会いたします。

本日の審査日程については、お手元に配付してありますとおり進めてま

いります。議案第４８号、令和３年度山陽小野田市一般会計歳入歳出決

算認定ですが、審査方法については、昨年同様に事業審査を中心に行い

ます。既に皆さんに配付しておりますが、各分科会で選定されました審
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査対象事業の事務事業評価シートの様式については、昨年度と同じで変

更はありません。執行部に令和３年度決算の総括説明を求めます。 

 

山本財政課長 それでは令和３年度山陽小野田市一般会計歳入歳出決算認定に

つきまして、財政課から総括的な説明をいたします。お手元の議案、歳

入歳出決算書の５ページをお開きください。歳入歳出決算総括表といた

しまして、歳入額につきましては、前年度と比較して、市税や地方特例

交付金、地方交付税、市債などの増があるものの、特別定額給付金給付

事業費補助金の皆減がありました国庫支出金の大幅な減などにより、２

７億２，２７８万９，６９５円減の３３４億２，２６９万４，９３７円

となりました。歳出額につきましては、前年度と比較して、住民税非課

税世帯等に対する臨時特別給付金給付事業費の皆増や子育て世帯への臨

時特別給付金給付事業費、新型コロナウイルスワクチン接種事業費、高

千帆小学校校舎建設事業費の増などがあるものの、特別定額給付金給付

事業費や工場設置奨励条例に基づく用地取得奨励金、ＧＩＧＡスクール

推進事業に係る導入経費の皆減のほか、埴生小・中学校整備事業費の減

などにより、３４億８１５万６，３１６円減の３２１億１，６２５万１，

２３４円となり、歳入歳出差引額は１３億６４４万３，７０３円となり

ました。このうち令和４年度に繰り越すべき財源１億１，７１７万８，

３８０円を除いた１１億８，９２６万５，３２３円が残高となり、翌年

度へ繰越しをいたしております。それでは６ページ、７ページをお開き

ください。歳入といたしまして、１款市税から１０ページ、１１ページ

の２２款市債までの予算現額、調定額、収入済額などにつきまして、記

載をいたしております。また財政課より事前にお配りしております一般

会計予算決算常任委員会審査参考資料には、対前年度比較表を掲載して

おりますので、こちらも併せて御覧ください。歳入の主な内容ですが、

６ページ、７ページの１款市税につきましては、市民税の個人所得割や

法人税割などの減はありましたが、令和２年度から繰り越された多額の

徴収猶予に係る収入がありました固定資産税や市たばこ税の増などによ

り、市税全体では、前年度と比較して、以下千円単位で申し上げますが、

２億２，１３６万６，０００円増の９９億９，３２２万４，０００円と

なりました。２款地方譲与税につきましては、特別とん譲与税の減など

により、対前年度６３７万９，０００円減の１億８，０７３万５，００

０円となりました。次に、６款法人事業税交付金につきましては、交付

額が平年度化したことなどから、対前年度６，９４９万８，０００円増

の１億６，４３９万４，０００円となり、７款地方消費税交付金につき
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ましては、税率引上げの影響が平年度化したことなどから、対前年度１

億１，０４８万７，０００円増の１３億９，００４万９，０００円とな

りました。また、６ページから９ページの１０款地方特例交付金につき

ましては、新型コロナウイルス感染症対策地方税減収補填特別交付金の

皆増などにより、対前年度１億３，６２６万８，０００円増の２億２０

１万２，０００円となりました。次に、１１款地方交付税のうち普通交

付税につきましては、基準財政需要額の増や基準財政収入額の減に加え、

交付税原資であります国税の伸びを背景とした追加交付が行われたこと

などにより、対前年度８億６，５３４万６，０００円増の６９億４，６

５８万２，０００円となりました。また、特別交付税につきましては、

対前年度２，８６０万５，０００円増の６億４，４８６万５，０００円

となりました。次に、１３款分担金及び負担金につきましては、災害関

連地域防災崖崩れ対策事業地元分担金の皆増や高齢者福祉費負担金の増

などにより、対前年度４３２万１，０００円増の１億６，２６９万３，

０００円となりました。１４款使用料及び手数料につきましては、サッ

カー交流公園使用料の皆増などにより、対前年度１，０２０万６，００

０円増の４億２，９５１万４，０００円となりました。１５款国庫支出

金につきましては、新型コロナウイルスワクチン接種対策費子育て世帯

等臨時特別支援事業費補助金の皆増のほか、新型コロナウイルスワクチ

ン接種体制確保事業費の増などがありましたが、特別定額給付金給付事

業費補助金の皆減や新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金、

ＧＩＧＡスクール構想の推進に係る各種補助金の減などにより、対前年

度４８億４，５３４万６，０００円減の６１億２，５８２万１，０００

円となりました。また、１６款県支出金につきましては、新型コロナウ

イルス感染症緊急包括支援事業費や国勢調査費の皆減などがありました

が、災害関連地域防災崖崩れ対策事業費や県知事選挙事務費の皆増のほ

か、自立支援給付費や石油貯蔵施設立地対策等補助金の増などにより、

対前年度１億２，１２６万７，０００円増の１８億９，０１７万３，０

００円となりました。続いて、１７款財産収入につきましては、市有地

売払収入の増などにより、対前年度３，５２５万６，０００円増の５，

９３９万３，０００円となりました。１８款寄附金につきましては、ふ

るさと寄附金の減などにより、対前年度４，７４５万５，０００円減の

１億２，２７３万４，０００円となりました。１９款繰入金につきまし

ては、公立大学法人運営基金繰入金の皆増やふるさと支援基金繰入金の

増などがありましたが、財政調整基金繰入金の皆減などにより、対前年

度１億４，７６６万６，０００円減の３億３，３５１万３，０００円と
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なり、２０款繰越金につきましては、対前年度７，１６９万３，０００

円減の６億２，１０７万７，０００円となりました。それでは１０ペー

ジ、１１ページをお開きください。２１款諸収入につきましては、福祉

医療助成費高額療養費の減などがありましたが、学校給食費の皆増のほ

か、リサイクル事業収益金や過年度収入の増などにより、対前年度２億

８，６８２万３，０００円増の８億９，０７５万６，０００円となりま

した。２２款市債につきましては、大学整備事業債、減収補填債の皆減

のほか、治水対策事業債や埴生地区複合施設整備事業債などの減があり

ましたが、庁舎整備事業債や保育所施設整備事業債、臨時財政対策債な

どの増により、対前年度４億７，０６６万９，０００円増の３０億７，

２２４万３，０００円となりました。次に、１２、１３ページをお開き

ください。歳出といたしまして、１款議会費から次の１４、１５ページ

の１３款予備費までの予算現額、支出済額、不用額などを掲載いたして

おります。歳出の主な内容につきまして、目的別に見ますと、１款議会

費につきましては、議員期末手当の減などにより、対前年度６９１万９，

０００円減の２億２，３５４万円となりました。２款総務費につきまし

ては、庁舎建設整備基金積立金の皆増のほか、退職手当や減債基金積立

金、退職手当基金積立金、本庁舎改修事業費などの増がありましたが、

特別定額給付金給付事業費や国勢調査費の皆減のほか、財政調整基金積

立金、ふるさと支援基金積立金、大学校舎建設事業費などの減により、

対前年度５２億３，１５０万９，０００円減の６２億１，９４０万６，

０００円となりました。３款民生費につきましては、ひとり親世帯臨時

特別給付金給付事業費の皆減や児童手当、児童扶養手当、保育所運営費

などの減がありましたが、住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金

給付事業費の皆増のほか、子育て世帯への臨時特別金給付金給付事業費

や自立支援給付費、民間保育施設の整備に対する施設整備補助金、公立

保育所整備事業費などの増により対前年度１８億８，０９９万９，００

０円増の１２４億６，９５０万円となりました。次に、４款衛生費につ

きましては、新型コロナウイルス感染防止対策費助成金や新火葬場整備

事業費などの皆減のほか、予防接種委託料などの減がありましたが、新

型コロナウイルスワクチン接種事業費や一般廃棄物処理施設維持補修費

などの増により、対前年度５億５３６万７，０００円増の２６億２，２

９６万円となりました。５款労働費につきましては、勤労青少年ホーム

の廃止に伴う関連経費の皆減などにより、対前年度１，７４９万９，０

００円減の３，５３２万５，０００円となりました。６款農林水産業費

につきましては、旧有線放送局舎解体事業費の皆増のほか、西の浜排水
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機場老朽化対策事業費や埴生漁港改修事業費などの増がありましたが、

地方卸売市場事業特別会計繰出金や新規就業者等産地拡大促進事業補助

金、水稲生産者次期作応援事業補助金の皆減のほか、農業集落排水事業

への繰り出しなどの減により、対前年度３，６６５万９，０００円減の

４億１，９９５万７，０００円となりました。７款商工費につきまして

は、飲食店等支援給付金や交通施設バリアフリー化整備事業補助金の皆

増のほか、ガラスのブランド化推進事業委託料などの増がありましたが、

用地取得奨励金や事業継続給付金事業費などの皆減のほか、地方バス路

線維持費補助金や工場設置奨励金などの減により、対前年度６億４，０

０８万円減の９億２，１６０万円となりました。続きまして、１２ペー

ジから１５ページの８款土木費につきましては、災害関連地域防災崖崩

れ対策事業費や公的賃貸住宅用地購入費の皆増のほか、道路改良事業費、

小規模土木事業助成金、公共下水道事業への繰り出しなどの増がありま

したが、東下津地区内水対策施設整備事業費や最終処分場一体緑地償還

金の皆減のほか、小野田駅前地区都市再生整備計画事業費などの減によ

り、対前年度１億２，０３１万８，０００円減の２２億８，４９９万５，

０００円となりました。次に、９款消防費につきましては、消防団車両

等整備事業費の皆減などがありましたが、建設基金の造成を含む山陽消

防署埴生出張所整備事業費の皆増や埴生分団庫整備事業費の増などによ

り、対前年度１億１，２４２万円増の１０億９，０７１万６，０００円

となりました。１０款教育費につきましては、学校給食費の公会計化に

伴う関連経費の皆増や高千帆小学校校舎建設事業費などの増がありまし

たが、ＧＩＧＡスクール推進事業に係る導入経費の皆減や埴生小・中学

校整備事業費、埴生地区複合施設整備事業費の減などにより、対前年度

１億９６８万８，０００円減の２４億１，１５６万７，０００円となり

ました。１１款災害復旧費につきましては、農業施設災害復旧費の皆減

などがありましたが、道路橋りょう河川災害復旧費の増により、対前年

度１００万２，０００円増の９１２万円となりました。１２款公債費に

つきましては、地方債利子償還金、一時借入金利子償還金は減となりま

したが、地方債元金償還金の増により、対前年度２億５，４７２万８，

０００円増の３４億７５６万６，０００円となりました。次に、歳出に

おきまして、性質別の決算額について御説明いたします。お手元の一般

会計予算決算常任委員会審査参考資料の３ページをお開きください。ま

ず、人件費につきましては、退職手当の増などにより、対前年度１億４，

４０９万５，０００円増の４３億３，４２４万１，０００円となりまし

た。物件費につきましては、ＧＩＧＡスクール推進事業における学習用
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端末購入費の皆減や特別定額給付金給付事業における事務費の減などが

ありましたが、学校給食費の公会計化に伴う食材費等の皆増や新型コロ

ナウイルスワクチン接種事業費の増などにより、対前年度６億２，２６

８万７，０００円増の３８億９，８６５万４，０００円となりました。

扶助費につきましては、ひとり親世帯臨時特別給付金の皆減のほか、児

童手当や生活保護扶助費の減などがありましたが、住民税非課税世帯等

に対する臨時特別給付金の皆増や子育て世帯への臨時特別給付金、自立

支援給付費の増などにより、対前年度１３億３，０９９万２，０００円

増の７５億２３０万２，０００円となりました。補助費等につきまして

は、高度無線環境整備推進事業補助金や交通施設バリアフリー化整備事

業補助金の皆増のほか、公立大学に対する運営費交付金、公共下水道事

業への繰り出しなどの増がありましたが、特別定額給付金や事業継続給

付金、用地取得奨励金の皆減などにより、対前年度６６億７，９７９万

３，０００円減の５６億１３９万３，０００円となりました。公債費に

つきましては、地方債利子の減などはあるものの、大学校舎等整備事業

などの大型事業に係る元金償還の本格化に伴う地方債元金の増により、

対前年度２億５，１５６万８，０００円増の３４億８０３万円となりま

した。積立金につきましては、財政調整基金積立金やふるさと支援基金

積立金などの減がありましたが、庁舎建設整備基金積立金や山陽消防署

埴生出張所建設基金積立金の皆増のほか、減債基金積立金、退職手当基

金積立金などの増により、対前年度６億７，６６５万４，０００円増の

１２億９６１万８，０００円となりました。投資及び出資貸付金につき

ましては、下水道事業会計への出資金の減などにより、対前年度１，７

７６万７，０００円減の５億４，２０１万円となりました。繰出金につ

きましては、地方卸売市場事業特別会計繰出金の皆減や、国民健康保険

特別会計繰出金、介護保険特別会計繰出金の減などにより、対前年度２，

２３１万８，０００円減の２７億２，４４８万９，０００円となりまし

た。投資的経費では、普通建設事業におきましては、東下津地区内水対

策施設整備事業費や埴生小・中学校整備事業費、ＧＩＧＡスクール推進

事業におけるネットワーク整備事業費の皆減のほか、大学校舎等整備事

業費や埴生地区複合施設整備事業費などの減がありましたが、小野田地

区公立保育所整備事業費の皆増のほか、本庁舎改修事業費、山陽地区公

立保育所整備事業費、高千帆小学校校舎建設事業費などの増により、対

前年度２億８，９６４万８，０００円増の２６億９，１１７万４，００

０円となりました。また災害復旧費は、農業施設災害復旧費の皆減があ

りましたが、道路橋りょう河川災害復旧費の増により、対前年度１０４
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万２，０００円増の９１７万１，０００円となりました。次に、議案、

歳入歳出決算書にお戻りください。一般会計歳入歳出決算に関する説明

書につきましては、歳入は５２ページから、歳出は１２４ページから掲

載いたしております。また、３７１ページには、実質収支に関する調書、

３７２ページから３８３ページには財産に関する調書を掲載しておりま

す。最後に、令和３年度決算に係る主要財政指標でございますが、財政

力指数につきましては、３か年平均で対前年度０．０２３ポイント減の

０．５８７、単年度では対前年度０．０４５ポイント減の０．５４９と

なっております。また、経常収支比率につきましては、臨時財政対策債

を経常一般財源とした指数で、対前年度６．１ポイント減の８９．５％

となっております。以上、一般会計歳入歳出決算につきまして、総括的

な説明をいたしました。御審査のほどよろしくお願いいたします。 

 

中村博行委員長 執行部の説明が終わりました。質疑については、各分科会で

該当部分の審査の際に行いたいと思いますが、この度の一般会計決算全

体に通じる総括的な質疑がありましたら、ここでお願いしたいと思いま

す。質疑はございませんか。 

 

山田伸幸委員 質疑ではないんですが、ずっと説明をされたので、できたら説

明書なりを事前に配付していただくと、もう少し理解が進むのかなとい

うふうに思いました。そのように配慮いただけると助かります。 

 

古川副市長 これは読み原稿ですので、配付は差し控えさせていただきます。 

 

中村博行委員長 それでは事務局のほうで記録にしたものを議員の皆さんに送

付するということにしたいと思います。 

 

古川副市長 これは説明するために整理したものです。原稿なしで説明する場

合もございます。ほかに影響しますので、これにつきましては、差し控

えさせていただきたいと思います。 

 

大井淳一朗委員 読み原稿は、副市長が言われたとおりなんですけど、委員長

が言われたのは、今日のやり取りを記録にしたものを議員に後日配付す

るという意味ですよね。それならば問題ないと思うんですが、いかがで

しょうか。 
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古川副市長 今日のやり取りを議事録という形で整理されて、配付するのは何

ら問題ございません。私どもが持っている読み原稿を配付するというこ

とは差し控えさせていただきたいと思いますけど、財政課長が説明した

ことを事務局で整理されて配付されるのは、何ら差し支えないと考えま

す。 

 

中村博行委員長 古川副市長及び大井委員から発言がありましたように、執行

部の読み原稿については、配付を差し控えるということであります。議

事録として記録にしたものを委員の皆さんに送るということは問題ない

ということでありましたので、そのようにしたいと思いますが、いかが

ですか。（「はい」と呼ぶ者あり）では、そのようにさせていただきます。

ほかに質疑はございますか。（「なし」と呼ぶ者あり）質疑がありません

ので、これで質疑を打ち切ります。一般会計決算に係る議会の事業評価

の方法は、昨年度と同様に分科会としての事業評価を行うようにお願い

します。分科会長が分科会で協議した結果を記入した事業評価表を事務

局に提出してください。また、決算の歳入の質疑については、例年多数

の職員が出席しておりますが、新型コロナウイルス感染症の感染防止の

観点から、これを取りやめ、審査番号ごとに決算書の歳出の質疑終了後、

歳入についての質疑があれば行うものとします。事務局から歳入歳出の

担当課が分かる資料が配付されていると思いますので、事前に質問事項

を整理し、円滑な委員会運営に御協力ください。なお、市税、交付税等

の一般財源については、所管となる総務文教分科会で歳入の質疑を行い

ますのでよろしくお願いいたします。それでは以上で一般会計予算決算

常任委員会を閉会いたします。お疲れ様でした。 

 

午後１時２５分 散会 

 

令和４年９月２日 

 

一般会計予算決算常任委員長 中 村 博 行 


